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このたび、「開殻有機電子系分子お

よびその集合体の合成と材料応用」の

成果に対して、日本化学会平成27年

度学術賞をいたただくことになりまし

た。これは研究室の学生、多くの共同

研究者に恵まれた結果であり、お世話

になりました皆さんに深く感謝いたし

ます。今回評価していただいた研究成

果は、分子研時代に中筋一弘先生から

提案された水素結合型の電荷移動錯体

に関する研究が契機となっております。

学生時代には炭素–炭素単結合の形成

を主眼にした結合の化学をずっと行っ

ていたために、結合が主役を担う電

子系有機物の合成や物性解明の研究に

ついてはまったく経験・知識がありま

せんでした。文字通り一から中筋先生

に教えていただいたことを昨日のよう

に鮮明に記憶しております。分子研に

在籍した期間は約3年間と長くはあり

ませんでしたが、自分にとってまった

く未知な研究分野をスタートさせてい

ただいた思い出深い分子研の関係者の

皆様に今回の受賞を御報告できること

は心からの喜びです。 

p-ベンゾキノンとヒドロキノンか

ら生成するキンヒドロンは、弱い電荷

移動相互作用によって形成された水素

結合型の電荷移動錯体です。分子研の

三谷洋興先生（当時）らがダイアモン

ドアンビルセルを用いた高圧下での実

験で見出したプロトン移動と電子移動

との連動性が、助手として赴任した当

時、多くの注目を集めていました。こ

の高圧下で生成していると思われる状

態は水素結合型の中性ラジカルの集合

体であり、両者の連動性の程度に応じ

た興味深い物性の発現が期待されてい

ました。私はこのような斬新な研究を

背景にして、水素結合の

分子認識能や分極能が電

子状態に与える影響を明

らかにするための物質合

成を開始しました。分子

研から大阪大学に転任後、

この研究をさらに展開

し、新規な分子骨格や電

子スピン構造を持ち空気

中でも安定に取り扱うこ

とができる中性ラジカルの設計と合成

に着手しました。基本骨格は中筋先生

が以前から研究されていた13共役電

子系を有するフェナレニルという平面

型炭化水素にまず着目しました。この

分子に対する化学修飾を行い、非局在

型電子スピン構造を有する各種の安定

中性ラジカルの合成に成功し、中性ラ

ジカル型二量体における多中心炭素–

炭素結合やその芳香族性、電子スピン

構造のレドックス応答性、連続的色調

変化を伴うサーモクロミズム結晶、分

子内動的スピン中心移動現象等の新概

念・新物性を明らかにしました。その後、

三次元共役電子系を有する安定中性

ラジカルの創成に興味を持ち、曲面

共役電子構造を有する安定な中性ラジ

カルやラジカルイオンを合成し、曲面

芳香族性や曲面共役系上における動

的電子スピン物性等を見出し、非局在

型電子スピン構造を有するキラル中性

ラジカルの合成にも成功しました。

最近では、フェナレニルの縮合多環

分子骨格を二次元に拡張した 25共

役電子系中性ラジカルであるトリオキ

ソトリアンギュレンに着目した研究を

行っています。極度に小さいSOMO–

LUMOエネルギー差と縮退軌道の導入

による可逆性高い多段階のレドックス

能、高い一次元型積層能を有してお

り、リチウムイオン二次電池活物質や

光誘起電気伝導体等の有機電子機能材

料へ企業と協働で展開しています。ま

た、物理化学や量子物理学の専門家と

の共同研究を通して、Lloyd's 電子ス

ピン量子ビット系の実現を目指した三

重らせん型金属錯体や、スピン増幅

に向けた分子開発、109個オーダーの

addressableな量子ビットの配列を目指

した安定有機中性ラジカルや核スピン

系を組み合わせた超分子構造を利用し

たアプローチを進めています。

私は、学生の時に習った精密有機合

成化学と学位取得後に開始した構造・

物性有機化学の両者を融合した研究分

野に、2年前に開設した新たな研究室で、

今後も挑戦していきたいと思っており

ます。今後ともどうぞよろしくお願い

いたします。
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